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12 ペ
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ル
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誕
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ら
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・
編
集

活
動
の
な
か
で
、
業
界
に
大
き
な
衝
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与
え
た
事
件
、
ま
た
印

象
的
な
出
来
事
を
、
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ッ
ト
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か
ら
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を
抽
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し

た
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ド
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造
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時
完
全
に
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さ

せ
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界
を
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だ
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獲
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域
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０
海
里
問
題
に
よ
っ
て
猫
缶
の
供
給
が
窮
地
に
立
た

さ
れ
た
こ
と
。
動
愛
法
改
正
で
ペ
ッ
ト
の
繁
殖
・
管
理
・
販

売
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
た
こ
と
。
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
、
外
来

生
物
法
の
動
物
取
引
に
関
す
る
国
際
的
な
規
制
に
よ
っ
て
小

鳥
、
小
動
物
の
輸
入
が
激
減
し
た
こ
と
。
業
界
団
体
の
横
断

組
織
が
実
現
し
た
こ
と
。
そ
れ
は
ペ
ッ
ト
産
業
の
社
会
的
地

位
を
確
立
す
る
た
め
に
超
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル

で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

苦
難
と
明
る
い
未
来
が
交
錯

　1993 年に雲仙普賢岳の噴火で、住民だけでな
く多数のペットが被災した。日本動物愛護協会を
通じてペット業界が支援した被災ペットの救出
の最初であったように思う。以降、1995 年の阪神
大震災、2000 年の三宅島噴火、有珠山噴火、2004
年新潟中越地震災。そして 2011 年東日本大震
災、2015 年熊本地震へと忘れる間も無く続く。し
かし、これだけ経験を積んでも毎度のことのよう
に被災地での救援活動は手間取り、物資輸送、被
災ペット保護活動は錯綜し、そして義援金の使途
などの課題が残される。現地災害本部の稼働の遅
れなど初動対応に於いて、蓄積された記録と経験
が余り生かされていなかった模様でもある。 
　災害の影響は被災地に止まらない。いずれの災
害でも多少に関わらずペット市場の成長を押し
止めてきたのは事実である。 
　阪神大震災ではもう一つのエビソード。観賞魚
ヒーターによる火災が 4件発生。行政より観賞魚
業界に安全性確保の問いかけがあり、これが契機
となって一般社団法人日本ペット用品工業会で
は安全対策のための自主基準を策定、後にこれが
ベースとなって法制化(電気用品安全法)に至っ
た。
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　動物の病気感染問題は業界に大きな影響を与
えてきた。2001 年 9 月、15 年ぶりに狂牛病
(=BSE)が発生した。この病気はペットが感染する
病気ではないが、BSEに感染した牛の脳や脊（せ
き）髄などを原料としたえさが、他の牛に与えら
れたことが原因で死亡するという病気だった。そ
こで、牛の脳や脊髄などの組織を家畜のえさに混
ぜないといった処置が行われた結果、ペットフー
ドの原材料の一部である肉骨粉、肉粉等を含む原
材料の使用、輸入が禁止された。ペットフード工
業会(現一般社団法人ペットフード協会)の尽力で
1ヶ月余りで条件付き(製造基準に適合すること)
で解除されたが、ペットフードが牛のえさに使用
されていたことが問題をこじらせ、一時、ペット
フードのパッケージに「牛には食べさせないでく
ださい」という注意書き表示が義務づけられた。
なお政治的な背景があったのか、この禁止処置に
おいて、アメリカからのペットフードの輸入は国
内よりいち早く解除されている。ともあれ、ペッ
トフード製品に対する行政と業界との安全・安
心への取組の始まりとなった。 
　2005 年、中国で発生した鳥インフルエンザで
は中国からのジャーキー用の「ささみ肉」につい
て、熱処理方法の基準が設けられるなど輸入規制
が敷かれた。 
　「感染」ではなく「混入」の事件だったが、アメ
リカでペットフードにメラニンが混合したこの
犬猫健康被害事件は、日本の「ペットフード安全
法」制定への引き金となった。 
　2003 年 10月、茨城県霞ヶ浦で発生した大量
死を引き起こしたコイヘルペス感染は、錦鯉業界
に大きな打撃を与えた。品評会会場では感染防止
のために、プール池を一つ一つ囲って水しぶきが
他の鯉にかからないようにしたり、展示は 1尾ず
つとして混泳を避けるなど感染予防対策を講じ
ていた。

感
　
染

パ
ル
ボ
、
ジ
ス
テ
ン
パ
ー
、
鳥
イ
ン
フ
ル
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
 

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
…

生
体
に
止
ま
ら
ず
 

そ
の
問
題
は
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
に

　今や動物愛護団体だけでなく行政、業界におい
ても「犬猫殺処分ゼロ」活動が推進されているが、
25年前ペットページ誌上において、保護・捕獲
急増の現状を訴えた特集記事「ペットクライシ
ス」を振り返る。殺処分は、愛護センター、保健
所に引き取りが求められた数は 1984 年、犬 54
万頭、猫 25万頭にのぼっていた。以後少なくなっ
た年もあるが、それでも 1990 年は犬 60万頭、猫
26万頭であった。そして同年、実際殺処分となっ
た犬は 60万頭、猫 32万頭であった。その頃、身
体又は財産の保護と公衆衛生上の問題から野良
犬、野良猫駆除を目的に捕獲(掃討)して殺処分さ
れたケースも多く、飼育放棄された犬、猫が全て
ではなかったが。 
　マルチーズ、シーズ、ヨーキー、プードルの小
型犬の第 2次ブームとシェルティー、ラブラドー
ル人気でペット業界は盛り上がっていたが、この
「殺処分」問題は、ペット業界に必ず大きな障害と
なるという「危機感」を投げかけた特集であった。
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　1994 年、ある業者の誘いで、ペットショップの
出店と猫砂の原料ベントナイトの製造工場設置
に関するリサーチのため上海に同伴した。上海市
内には大きなホテルといえばヒルトンだけ。右上
の写真はヒルトンから撮影した上海市内の静

．
か
．

な
．
朝
．
靄
．
の
．
光景。空港ができ、リニアモーターが開

通、商業都市､ベッドタウンとして、上海新都心と
しての地位を確立している浦東地区も、当時は大
規模開発途上でインフラも整わず、むき出しの埋
め立て地に雑草が伸び放題の場所だった。、一般
人民が使用する人民幣とは別に外貨兌換券 が流
通していた。外貨兌換券は、人民幣では買えない
外国製品が買えた。当時、犬の飼育は、法律では
禁止されていた筈なのに市内に 10軒余りの「犬
屋通り」が存在したことには驚きだった。そして
猫砂のベントナイトを求めて 5時間以上、30㎝
四方に穴の開いた床から走行中の路面を見なが
らの車中の旅も経験した。 
　2001 年再び訪れた。1994 年に知り合った中
国人の招きと、中国の伝統であるコオロギ同士を
闘わせる「闘蟋」と鳥獣市場を取材した。まだ犬
猫よりも野鳥、蟋蟀の人気の方が圧倒していた。 
　バブル経済崩壊後の日本はデフレが続き、より
安い製品が求められる中、中国でのペット用品の
OEM生産が本格化。ペット関連の見本市､ドッグ
ショーなどの開催も年ごとに増えていた。中国で
のOEM生産が早かったのは、水槽、ポンプ、ヒー
ターなどの観賞魚用品、ガム、猫砂(ベトナイト)、
犬用ベッド、首輪･引き紐類、玩具等であった。中
国の市場指向型の経済への改革が軌道に乗り、貿
易だけではなく、海外企業の投資・参入も活発に
なった。OEM生産を通じて開発力、技術力､販売
力を得た中国のペット業界は、特に 2007 年以降
は、日本、アジアだけでなく世界市場を相手に猛
スピードで躍進していくのである。
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　ペットの流通業界の主流が専門店から量販店
の時代へと急速に移行する中で、価格破壊、バブ
ル経済の崩壊、IT 革命など、時代の激しい潮流に
呑まれて多くの専門問屋や小売店が消えていっ
た。1992 年から 5年間で少なくとも 20件の倒
産があった。業界資産が大量に喪失したのであ
る。 
　1994 年、神奈川県下の問屋 11社が合同で展
示会を開催した。明らかに商圏が重なる競合同
士の共同事業で、成功を危ぶむ声も出ていたが、
11社個々に力を注ぎ商談会として成功をおさ
めた。協力を依頼されていたので、実行委員会の
発足から準備に参加することができた。一瞬で
あったが、問屋存続の危機感を背景に、大同団結
していくまでに複雑かつ気難しいな過程はあっ
たものの、小異を捨てる姿を目にすることが出
来た。残念ながら 1度っきりのイベントに終わ
ったが、1度だけだから実現したイベントだっ
たかもしれない。 
　1997-1998 年都内の専門店問屋の大手 2社
が倒産した。一連の問屋の倒産と違うところは、
この 2社が関東圏の専門店の育成機能を担って
いたこと。その後､取引先の専門店は右往左往す
る結果となり、また新しい専門店の出店にも影
響を与え続けた。このことは、多くの専門店が活
性化する関西圏とは真逆の展開となった。　　　
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　犬のブームから紹介すると、スピッツから始ま
り、マルチーズ、ヨーキーの小型犬第一次プーム。
テレビドラマ、テレビ広告で人気になったシェル
ティー、チャウチャウ、ハスキー、ゴールデン…。
そしてチワワ、トイプードルとミニダックスが牽
引した第三次小型犬ブーム。猫は 1990 年代の第
一次ブーム。トイレ、猫砂のトイレタリー関連製
品の開発と低価格化による使用率アップによっ
て室内飼育が増えたことが要因。純血種の普及に
つながった。 
　観賞魚はグッピー、エンゼルフィッシュ、ディ
スカスなど多くの熱帯魚種が人気を得た 60年代
後半の第一次ブーム、アロワナ、ディスカスの高
級魚と併せて水草が人気を得て大型水槽が出回
った 1980 年代後半の第二次ブーム。1990 年代
に入って飼育設備を標準装備した一体型水槽の
登場でそのブームに拍車をかけた。小鳥ブーム
は、第一次熱帯魚ブームに取って代わるように
1970 年代後半、九官鳥人気が火をつけた。熱帯魚
店から小鳥店へと業態変更する専門店も多かっ
た。このブームが一段落した 1980 年代頃から昆
虫ブームが到来、昆虫専門の競り市場も登場し
た。小動物ではミニウサギ、ジャンガリアンハム
スター、フェレット、プレリ̶ドッグ、など当時
の珍しい種類がブームを作り上げた。 
　さて、ブームは何処からやって来るのか。映画、
テレビドラマやコマーシャルへの露出があった
りするが、業界が小型種・新種を提案、飼う気そ
そる可愛さ、美しさ、魅力を知らしめたことにあ
る。また、それを推進したのは、猫砂、トイレシ
ーツ、濾過器、昆虫マットのように飼育用品・器
具の発明があったと思う。しかし、ブームは安易
な取組と、衝動的な行動を助長し、その結果、ペ
ットの飼育放棄など社会問題を引き起こした。
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　1994 年に東京都が作った集合住宅向けの「ペ
ット飼養モデル」は、飼育者マナーの徹底と併せ
てペットを飼っていない人たちへの配慮が盛り
込まれた注目のガイドラインであった。室内飼育
環境が整備されたことなどからペット飼育者が
急増したことで、集合住宅での飼育が住民間のト
ラブルに発展した。そこで関係者の意見をまと
め、いち早く東京都がその飼養モデルを作った。 
　このほかに社会問題となっていたのは、ペット
購入時のトラブルであった。その救護策に乗り出
したのが動物福祉協会で、1999 年「ペット購入ト
ラブル 110番」を設置した。この流れはある意味
で動愛法改正への弾みとなって、動物取扱業者に
とって厳しい措置となる 2005 年の動愛法改正
に向かって大きな波となっていく。 
　1973 年にエリザベス女王の来日を契機に『動
物保

．
護
．
および管理に関する法律』が施行された。

これが日本で初めての動愛法である。以来 1999
年まで継続し、神戸連続児童殺傷事件で犯人の
「動物虐待行為が」取りあげられ、動物保

．
護
．
から動

物愛
．
護
．
へと名称を変え『動物愛

．
護
．
および管理に関

する法律』が施行された。2005 年以後、本来はそ
うではないのに、いつの間にか動物愛護派と業界
との対立軸のような悲

．
し
．
い
．
構図ができあがり、行

政を含めて動物愛護への取組がより複雑な様相
を呈していくのである。　 
　1975 年野生動植物の種の保護を目的に国際取
引を規制したワシントン条約、2004 在来種保護
を目的とした外来生物法が施行された。幾つかの
ペット種が対象となり取扱いが規制もしくは禁
止された。自然環境の保護と動物愛護を目的に組
込まれたこれらの制度や法令は業界の健全化を
進めると同時に、業界を圧倒し縛り付ける一面あ
ったことは否定できない。 
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　1990 年代に入ってから流通再編の動きが顕著
になってきた。売り場の量販化、大型化、(後には
IT 化)によって商流、物流が変化、専門店と問屋業
の存在の危うさが指摘されるようになった。 
　また、1997 年日米業界団体による業界初の国
際会議が横浜で開催された。国内 12団体とアメ
リカ 3団体、アメリカ大使館関係者で行われた。
グローバル化とまではいかないが、日米の団体同
士が集う画期的な会議であった。図らずも 1度だ
けに終わったが、ペット関連団体の横断組織の必
要性を業界に示した。この後 2005 年に日本版
PIJACの設立を目指した業界団体の横断組織化
の準備が行われたが、一時中断。しかし、その活
動は復活して 2010 年、ペットとの共生推進協議
会の設立へとつながっていく。 
　専門店が活路を求めての新展開・大型チェー
ン化はアメリカのペトコ、ペッツマート、ペット
ランドの「スーパーペットストア」にならって多
くの小売店、問屋、商社、メーカーが試みた。し
かし…。 
　1998 年ペットブームの象徴の一つといわれる
ペットパークが全国各地にオープンした。展示、
ふれあい、ドッグランなどのペットの複合施設
で、ディスニーランドで大成功をおさめたテーマ
パークの延長線上にあって、何故かほとんどが他
業界からの参入であった。 
　

潮
　
流
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　1990 年代まではどちらかと言えば「売れよ、増
やせよ」で業界挙げてマーケット拡大、売り上げ
拡大の道を目指した。それがペット飼育者の増加
が目立つようになった 1990 年台半ばから、ペッ
トに関わる問題…咬傷事故、販売時や住民間のト
ラブル、飼育放棄等々…が社会問題となり始め、
裁判事例なども増えてきた。 
　マーケット拡大に伴う社会的地位の向上に伴
い業界は、公益事業、社会問題化している事例に
対して、盲導犬育成事業、被災ペット救助活動な
どに積極的に対応しなくてはいけない立場にな
っていた。生体販売に関わるペットビジネスへの
批判の目も向けられた。 
　そうした背景から 2000 年頃から業界では、普
及促進と同時にペットビジネスに対する偏向し
た批判への対応として「ペット飼育の効果」の告
知を開始した。ペット飼育の社会的意義の一つと
して挙げたもので、法律(動愛法ほか)とビジネス
をバランスをとるための一つの考え方であった。 
これは後に「人とペットとの共生」へと発展して
いく。
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　日本のペットビジネスの起点は国産ペットフ
ードの誕生であつた。1960 年のことである。 
　但し、1ドル 360円の固定レートが採用されて
いた 1950 年代からペット用ガム、首輪・引き紐
の皮革製品､鎖製品は国内で製造。OEM生産でア
メリカ向けに輸出していたもので、固定レートが
撤廃されて 1ドル 200円を切る 1980 年代まで
活発に取引されていた。 
　いずれにせよ日本のペットビジネスは草創期
から、フード、用品、サービスなどその多くをア
メリカから学んだ。アメリカを指標に、多くの企
業がマーケットの拡大に邁進した。 
　見本市ビジネスが盛んなドイツにおいてペッ
ト用品見本市 Interzoo が 1970 年にスタートし
た。今では 2,000 社が参加する世界最大の見本市
であるが、第 1回目は 160社の参加、会場はウイ
ズバーデーン(現在ニュールンベルグ)であった。
用品だけでなく熱帯魚、小動物のブリーダー、シ
ッパーの展示もあって、日本の企業は輸入取引の
国際商談場として大いに利用、日本国内のペット
産業の発展大きな原動力の一つとなった。 
　アジアでは日本が先行してマーケットを形成
していく一方、日本より 10年､20 年遅れで､香
港、韓国、シンガポール、台湾と続き、30年遅れ
て中国と続いた。
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　ペット関連の展示会は世界で「花盛り」である。
各国のペット産業の成熟度によって展示会の形
態､規模には違いがある。産業の起点・導入期に
は品評会が多く、成長が一段階進むと、見本市ま
たは商談会が多くなる。そして、成長中期から円
熟期にかけて一般対象にしたフェスティバルが
加わってくる。 
　1990 年に 1年間実施されている日本国内と
世界の見本市をまとめたのが左上の記事である。
現在もなお、世界的に大中小の見本市、フェステ
ィバルが増加中で、その数 2,000 を超えるかもし
れない。ビジネスチャンスの創出、品質向上、啓
発・啓蒙活動、ペット飼育者同士のコミュニティ
空間として、時代の要請を受けているようにも見
える
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 Anniversary  "猫缶" 海洋の国が生んだその道を知る          

 
 1                  
プロローグ 

 
 　それは…変化の速度でなく、
変化の方向である。次には変化
の方向でなく、むしろ変化の過
程(プロセス)である。そして変化
の過程と変化の構造である。 
　A・トフラー「第三の波」 
 
　2013年の現在、ペット市場
は１兆円規模を突破、その半数
以上を占めるペットフードは量
販店、専門店にとって売り場に
なくてはならない商材として育
ち、飼育者にとってペットの健
康を守り、ペットの「食」を豊
かにする必需品として定着して
いる。そこで、これまでドッグ
フードの陰に隠れて取り上げら
れる機会の少なかったキャット
フードウエットタイプ "猫缶”に
焦点を当て、その足跡̶プロセ
スをまとめ、未来に向けての新
鮮な問いを投げかけてみたい。 
 
　昔話しである…。"猫缶”の名
前は一般には全く知られていな
かった。「猫用のフィッシュ缶
詰」を業界が簡略化した呼称で
あったが、現物を知らない人々
の 反 応 は 「 … ? ? ?」
「…! ! !」。まだ、ドッグフー
ド、ペットフードの名さえも一
部でしか知られていない時代の
ことなので仕方の無いことであ
った。ともすれば秋刀魚や鯨肉
の缶詰のように「猫の肉を調理
した缶詰」と誤解を受けたり、
それがお笑い話のネタにされる
こともあった。ちなみに「犬用
の缶詰」も"犬缶”と呼ばれてい
たが、こちらの方は何故か誤解

を招くことはなかった。 
　国産のドッグフードの登場か
ら18年経ち、農林水産省の統計
資料に「猫用フード」がやっと
独立したカテゴリーで登場する
1978年のことである。ペット
フード産業の歴史の輪が、導入
期から開拓期・成長期へと回り
出したときであった。 
 
 
 2                 
日本の"猫缶" 
 

　国内の"猫缶"はどのブランド
も、人間用のフィッシュ缶詰工
場で製造されていた。ドッグフ
ードはドライ、缶詰ともにアメ
リカからの輸入品が始まりだ
が、"猫缶”フィッシュタイプ
は、日本生まれの日本育ちであ
る。理由は日本の愛猫家特有の
ニーズと、原料調達のし易さ、
低コストだったからである。そ
こで「人間用の食材の残滓(ざん
さい=余りモノ)」を利用するバ
イプロ生産の発想が生まれた。
畜肉の残滓が豊富なアメリカで
は 、畜肉系の"猫缶”が普及しフ
ィッシュタイプはなかった。ネ
コ科の動物は肉食だから牛肉，
豚肉、鶏肉などの畜肉の方を好
む訳だから畜肉系の"猫缶”の方
が合理的なのかもしれなかった
が…。　　 
　一方，日本では、魚肉系の"猫
缶”が普及していったのは、輸
出用、国内用で魚肉の残滓が大
量に排出され、処理に困ってい
た背景もあったこと。それに当
時の日本人は日頃、穀類、豆
類、魚介類が中心で、自分たち
の食生活から、「猫の食べ物は
魚」が意識の中には強く刻まれ
ていた。そのこともあって日本
の愛猫家のニーズは何はともあ

れ「魚肉」でなくてはならなか
った。欧米人との食文化の違い
が、"猫缶”の主原料に違いが生
じたということである。今日も
それは大きく変わっていない。 
　 
 
　1970年1月、観賞魚用フー
ド、マイナーフードなどこの2年
間でペットフードの品揃えを増
やしていた日本ペットフードか
ら、インコ用フードと同時に猫
缶「Mimmy ミミー」が発売さ
れた。170g60円だった。この
数年前からペット用品専門問屋
や猫のブリーダーが、魚缶詰を
少量ながら扱っていたが、ミミ
ーの発売は、"猫缶”の全国デビ
ューであった。ドッグフード史
の起点はドライタイプ(ビタワン
※)だが、キャットフードはウエ
ットの"猫缶”から出発した。 
 
※ 国産ドッグフードの歴史の始
まりは厳密に云うと、ビタワン

発売1年前 (1959
年)に一部で数年間
だけ発売されたビス
ケットタイプ(お菓
子の成形機で固形
化)のサン商事のサ

ンミールであった。また1960
年に売り出され国産1号と云われ
てきたビタワンも当初は粉タイ
プで、そして粒、ビスケットタ
イプ、ペレットタイプ(粒状=粉
末原料を加圧成形したもの。)へ
と変化した製品だった。この時
点ではまだドッグフードに似た
製品だった。アメリカでは既に
一般化していたドッグフードの
ピュリナ、ゲインズ、ケンエル
とはあきらかに形状、品質、製
法も異なっていた。その意味か
ら、アメリカ産と同じ製法で作
られた今日の原形となる国産ド
ッグフードの始まりは、エクス
トルーダー機械(=原料を圧縮・加

水加熱後に成形。通称EP飼料)
を導入して1963年に製造され
たビタワンが最初と云える。 
 
　その頃の猫用の「食事」はと
いうと、出汁用に煮出した後の
煮干し、鰹節をご飯に振りかけ
た「ねこまんま」が一般常識で
あった。が、愛猫家のニーズが
高まる中、犬、観賞魚も小鳥用
のペットフード開発で10年の
キャリアを積んできた日本ペッ
トフードは、ペット先進国であ
る欧米の製品情報を集め、キャ
ットフードの国産に取組みを始
めた。猫は嗜好性にうるさく飽
きやすい、鮮度の良いもの、バ
リエーションをつけなくてはい
けない。そうなれば当時のドラ
イタイプの技術では難しく、欧
米でも流通している缶詰製品し
かない。ただし畜肉を主原料と
する欧米と違い魚肉を使った。
それには残滓が利用できる利点
があった。人間用カツオ、マグ
ロの缶詰工場への委託生産と決
まった。 
 
　猫専用のフードとして輸入品
のドライタイプがほんの少量出
回っていたが、(商社の輸入品で
フリスキー)　当時の製品は嗜好
性に敏感な猫には馴染めなかっ
たようで余り浸透しなかった。
このこともドライよりも缶詰の
開発を優先した理由である。
1972年の実績では、"猫缶”が
77%、ドライタイプは23%で"
猫缶”との差は歴然だが、マー
ケット全体が拡大していて、成
長性は明らかであった。 
 
　主原料の魚肉は、人間用のカ
ツオ、マグロの残滓で、主に血
合い肉を利用した。いわゆるこ
のバイプロ製品で、機械、製法
は人間用を100%の転用したも
のであった。原料の風味や食感

を損なわないように加熱、嗜好
性と鮮度を重視して缶に完全密
封して製品化した。 
　ミミーの発売に喜んだのは、
純血種猫を繁殖するブリーダー
である。ミミー発売までは欧米
からの輸入された畜肉系(主にチ
キン)の缶詰を使用していた。し
かし、何缶もしようすると高価
につき、多頭飼いのブリーダー
にとっては大きな負担で、しか
たなく自信で特別食を作ってい
たという。 
　ミミーの成功は、「キャット
フードは魚の缶詰…」という意
識を愛猫家の間に定着させた。
このことがドライタイプや、畜
肉、レバーを主原料とした"猫
缶”の普及が遅れることになっ
た。余りにもデビュー時の"猫
缶”のイメージが強かったから
であった。 
　1970年発売のミミー以後"猫

缶”製品は、1971年ペットラ
インのキャネットと日清ペット
フードのラブリー、1972年東
京商社のホワイトフジが続い
た。 
　畜肉ベースの"猫缶”のカルカ
ンが、商社の昭和産業によって
輸入されたのもこの頃。内容量
は 、 210g(お よそ250円 )、
420g(お よ そ 350円 )で あ っ
た。 
　1970年の"猫缶”販売量は
500トン。1缶170 gだったの
で約300万個(6万2,500ケー
ス )。 1972年 は 2.4倍 伸 び
1,200トン、約720万個(15万
ケース)。1973年2,000トン、
約1,150万個(25万ケース)。
1974年2,400トン、約1,440
万個 (30万ケース )。1975年
2,850トン約1,730万個(36万
ケース)へと伸びていった。 
　ちなみに猫用ドライフードの

国産は1972年ペットライ
ンのキャネットが最初で、
1973年ミミードライ、ラ
ブリードライへと続いた。
輸入ドライはアメリカ・カ
ーネーション社から三井物
産が輸入したフリスキー。
嗜好性もアップして本格的
な取組みが始まっていた。 
　"猫缶”市場が成長期に入
りかけた1976年、ペット
フード業界及び"猫缶”市場
に２つの大きな衝撃が走っ
た。 
　一つはいわゆる200海里
(カイリ。約370km)問題
である。海洋条約に関連し
て排他的経済水域を200海
里とした漁業水域法の制定
を発表したのである。 
　海洋は自由航行の認めら
れた公海と、沿岸国の主権
がおよぶ領海（外国船舶は
無害通航権を行使すれば領
海内でも航行できるが、沿

岸国が設定する無害通航に関す
る法令の遵守を求められる）と
に分けられる。領海について国
によって様々な距離が主張され
た。多くは3海里ないし12海里
であったが、中には200海里ま
で自国の領海であると主張する
国が現れてきた。沿岸国に領海
を認めることは慣習的に国際法
として定着していたが、その距
離については長年決着を見なか
った。そこで国連が中心にな
り、沿岸国の権利と自由通航の
確保を両立させるための条約制
定会議が行われ、その結果定め
られたのが国連海洋法条約であ
る。 
　つまり、排他的経済水域と
は、沿岸国の権利と自由通航の
確保という矛盾する要請を同時
に満足させるための方策として
考え出されたものである。200
海里もの広範な領海を設定して

いた国の主張を経済的主権に限
定して認める代わり、自由航行
のできる水域を確保したのであ
る。　 
　日本では1977年に設定され
たが、この200海里の漁業水域
規制は世界的にほぼ同時期に実
施された。 
　これにより魚肉相場が急騰
し、その余波は"猫缶”に波及し
生産コストを大幅に押上げた。"
猫缶”メーカー各社は急場を凌
ごうと25%の値上げに踏切っ
た。この時の値上げ実施はメー
カー各社にとって恐る恐るであ
ったが、流通、消費者からは理
解が得られ、すんなりと受け入
れられた。ただ、"猫缶”市場が
大きく成長とする好気配に水を
差し、原料価格に対して将来へ
の不安は残ったままであった。 
　２つ目の衝撃は円高である。
1971年に円は固定相場から変
動相場制に移行しており、以後
円相場は上昇の一途で、1976
年は正に「円高ラッシュ」状態
にあった。200海里と円高が重
なって、輸出向けに作られてい
た人間用のカツオ・マグロ缶に
ついて、新聞社各社は「カツ
オ・マグロ缶製造全面ストッ
プ」とぶち上げていた。それは"
猫缶”の供給源が断たれること
でもあった。 
　国内の猫缶の消費量は大幅に
伸びていて年間60万～70万ケ
ースになっていたので、"猫缶”
の製造か完全にストップする
と、2ヶ月後には店頭から”猫
缶”が消える最悪の事態が考え
られていた。 
　1ヶ月間、そうした騒ぎが続い
たが、缶詰工場が「"猫缶”の製
造は従来通り」と発表したこと
によって、この問題は一段落を
見た。しかしながら、円高、
200海里問題は解消されること
なく、原料の値上がりは続いて

ミミー缶、ビタワン写真:日本ペットフード30年史より

資料/日本ペットフード30年史 
　　　日清ペットフード15年の歩み 
　　　ほか

続く



　専門店フード、専門店商材は、価格競争では
太刀打ちできない量販店(ホームセンター、ス
ーパーなど)に対する戦略商品として導入され
た。用品類もあるが、その中心となったのはド
ライドッグフードである。その代表が、70年
代、「プレミアム」フードと称してアメリカか
ら日本上陸したサイエンスダイエットだった。
これにユーカヌバ、ANFが続き、国産のペッ
トフードも参画しプレミアムフード市場が形成
された。1980年代の話である。 
　当初プレミアムフードの定義は「特定の使用
目的をもって製品化されたペットフードのこと
で、例えばライフステージ別で、幼犬用、成犬
用、老犬用フード」であった。その後機能別の
肥満用、猫ドライフードに尿道結石対応などが
加わった。またプレミアムフードには、原料、
価格、ペットの栄養学に裏づけされた品質にお
いてのプレミアムを指してもいる。原料はスク
ラップを使用せずヒユーマングレードにこだわ
り、一から原料を調達したフードと考えもあ
る。明確な目的・機能性重視で作るので、当然
のことながら原料の選定は厳しく、そのためコ
スト高にはなるので､通常価格より高価で販売
されるという。 
　プレミアムフード市場の形成後も、欧米加豪
からの輸入品が増え続け、特に、原料へのこだ
わりを謳ったプレミアムフードが多くを占める
ようになった。プレミアムフード市場は進化を

続け、プレミアムよりさらに1段階上のグレ
ードを指した「スーパープレミアム」が新た
にセグメントされた。 
　プレミアムフード、スーパープレミアムの
展開の中で、これ以外の製品群の中にも､例
えば年齢(特にシニア製品)や体調（猫ではヘ
アボールケア等)）に配慮した製品が多くあっ
て、各セグメント間の線引きが曖昧になって
いったが…。 
　競合他社製品との差別化を価格に捕らわれ
ず使用する原料・素材・添加成分等の違いを
アピールポイントする潮流が生まれていた。
飼育者のより繊細なニーズへの対応が、この
トレンドをより加速させた。 
　プレミアム､スーハープレミアムのカテゴ
リーに入ると思われるが、ナチュラル､オー
ガニックといったフードが2010年頃から目立
ってきた。これはアメリカのペットフードマ
ーケットの動向に追随するもので、「ナチュ
ラルフード」の多くは自然素材・天然素材を
使用していて、人工的な保存料や香料、着色
料などの添加物を加えていないものとされて
いる。なかには、人間の食材と同等、有機栽
培された原料を使用しているものもある。多
くのフードは、基本的には天然・自然の原材
料から作られているという。 

　ペットフードの表記において、
ペットフード公正取引協議会ガイ
ドラインには「ナチュラル」をこ
う定義している。 
　「ナチュラル」及びこれに類似
する用語は化学的合成物及び着色
料を使用していないものとされて
いる。(※但し､総合栄養食について
は、栄養バランス上欠かせないビ
タミン、ミネラル､アミノ酸類のみ
に化学的合成物をしているもの
で、定められた条件を満せば表示
が可能。) 
　消費者は自分自身のためだけで
なく自分のペットのために、栄養
密度の高い食の健康上の利点をま
すます認識するようになってきた
ことが背景にある。この傾向は、
「健康志向」「安全･安心」を基調
にした消費者の需要の変化に対応
するための準備ができているペッ
トフードメーカーに大きな可能性
をもたらし、ペットフード市場の
成長を支えることになる。また、
ペットのヒト化がその成長を促進
している。 
　ペットの先進国であるアメリカ
のドッグフード市場で注目されて
いるのがオーガニック、ヒューマン
グレード、そしてグレインフリーフ
ードである。その中でも、グレイン
フリーフードは特に伸張率が高く、
2014 年に発売されたペット専門店
フードの 40%は同タイプであった
という。「ドッグフードに使用され
ている小麦やトウモロコシの穀物
は、犬にとって消化に負担がかかる
ことで、アレルギーによって皮膚ト
ラブルを招く場合がある」ことなど
で注目されているという。プレミア
ム市場は、飼い主の健康意識の高ま
り、機能性フード充実、そして売り
場作りが後押ししながら、多様化と
成長の道を歩んでいる。　

プレミアムフードの視点から 
トレンドを見る

ペットフード
プレミアム 
スーパープレミアム 
ナチュラル 
etc…
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ナチュラル系ほか

続く


